
＜取付所要時間の目安＞
約20分

＜商品内容＞

※ 説明書内の写真は試作品の為、実際の商品とはパイプの形状等、一部異なる場合があります。
※ 作業は平坦な場所でエンジン、マフラーが完全に冷えた状態で行なって下さい。
※ 本製品にはエキゾーストガスケットは付属しておりません。取り付け後の排気漏れを防ぐ為にも車種専用の物をご購入の上、新品に交換して下さい。
※ 作業中のキズ付き防止の為に、マフラー各部にあらかじめガムテープ等を貼り、養生した上で作業される事をお勧めします。

 

① POWERBOX パイプ　×１　　  

純正エキゾーストパイプを取り外します。
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ジョイントガスケットが純正エキゾーストパイプ側に残っている場合にはパイプから抜き取り、
再使用してマフラー側に挿入しておきます。接合部にグリスを薄く塗ると滑りが良くなり挿入し易くなります。
ジョイントガスケットが著しく傷んでいる場合には新品に交換します。
（SV650専用サイズのものを別途お買い求め下さい。）

マフラー下部をフレームに
固定しているボルトを緩めたり・・・

エンジン接合部のエキゾースト・ガスケット
を新品に交換します。
（SV650専用サイズのものを別途お買い求め下さい。）

作業開始前に本書を必ず一通りお読みになり、
内容をよく理解してから作業を始めて下さい。

SUZUKI SV650 （2BL-VP55B / 8BL-VP55E）

取付説明書
 POWER BOX パイプ

エキゾーストパイプとマフラーの接合部を
固定しているバンドのボルトを緩めて抜き取っておきます。

フランジを固定しているボルト２ヶ所を外し（ボルトは後で再使用します）、
エキゾーストパイプ単体を取り外します。 パイプの差し込み口に対して
上下左右に小刻みに揺する様にしながら少しずつ外に引き出して抜き取るのがコツです。

純正エキゾーストパイプが
なかなか抜けない場合には・・・

サイレンサーボディー上部固定箇所を
緩めて、マフラー全体が少し動く様な
状態にすると遊びが増えて抜き易くなります。

・エキゾースト・ガスケット
  SUZUKI純正パーツ
  品番：14181-22D01



エンジンを始動し、各接合部から排気漏れの無い事を確認できましたら作業終了です。
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各部のクリアランスや取付状態をよく確認し、仮組みしていた箇所全てを本締めします。　
本締めを終えたら、パイプに付着した汚れや油分をパーツクリーナーでしっかりと拭き取ります。
汚れや油分がマフラーに付いた状態でエンジンをかけて熱が加わりますと後で落とすのが困難になりますのでご注意下さい。

POWERBOXパイプを仮組みします。
マフラー側に挿入しながら排気ポートの穴にも
合わせていきます。 （ガスケットを傷めない様に注意！）
接合部にグリスを薄く塗っておくと滑りが良くなり
挿入し易くなります。

POWERBOXパイプを組み付けます。

マフラー側にパイプがしっかりと
入っている事を確認し、バンドのボルトを緩く
締めつけておきます。

●３

●４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※ マフラー装着完了後も、取り付け状態やボルトの緩みのチェックは定期的に行なって下さい。
※ 装着直後は、しばらくの間パイプ内部に残った油分により白煙や臭いが発生する場合がありますが、問題はございません。
※ 本製品はステンレス素材を使用しております。ステンレスはその特性上熱によって焼け色が付いてきますが、
　 異常ではありませんのでご安心下さい。(状況によっては均一ではなくまだら模様に焼け色が付く事があります。）
　 また、この焼け色を落とすには弊社より発売中の『ホロクリンジェルSP』（品番：HC-03）をお使いいただきますと
　 非常に効果的に焼け色を落とす事ができます。

上記内容も合わせて良くご理解いただいた上でご使用下さい。
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純正パイプの取り外し時と同じ様に
マフラー下部をフレームに
固定しているボルトを緩めたり・・・

POWERBOXパイプを
挿入し難い場合には・・・

サイレンサーボディー上部固定箇所を緩めて、
マフラー全体が少し動く様な状態にすると
遊びが増えて挿入し易くなります。

フランジの固定には純正のボルトを再使用します。　　
※エキゾーストガスケットが新品に交換
された上での数値です。過剰な締め付けは
フランジの極端な変形、スタッドボルトの曲がり等
トラブルの原因となりますのでご注意ください。
（フランジの多少のしなりは許容範囲です。）

締め付けトルクの目安：13Nm 締め付けトルクの目安：13Nm 


